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ミネラルの尿中排泄量と食物摂取頻度調査成績との関係
河辺聡子 　角田佳代 　松枝秀二 　藤井俊子
要 　　　約
本研究では，若年者群（都市部に居住，平均年齢
		歳，名）と高齢者群（郡部に居住，平
均年齢
歳，名）の 群について，栄養素および食品群別摂取量と尿中ミネラル量との関
係を調べた．先ず，栄養素および食品群別摂取量を食物摂取頻度調査（）法で調査した．次に，
被験者の時間尿を用いて，尿中のナトリウム，カリウム，カルシウムおよびマグネシウム量を測定
した．さらに，被験者全体について栄養素および食品群別摂取量と尿中ミネラル量との関係について
調査した．
結果を要約すると以下のようである．
． 対象群別にみると，栄養素摂取量で若年者群が高齢者群より多かったものは脂質，少ないものは
水分，灰分，ナトリウム，カリウム，マグネシウムであった（ 		）．食品群別摂取量で若
年者群が高齢者群より少なかったものは緑黄色野菜，淡色野菜果物および食塩摂取量であった
（ 		）．
． 対象群別の尿中ミネラル量は，高齢者群が若年者群より多かったものはナトリウムとカリウムで
（ 		），カルシウムとマグネシウムには両群に有意の差が見られなかった．
． 栄養素および食品群別摂取量と尿中ミネラル量の関係を被験者全体でみると，摂取ナトリウム，
カリウム，カルシウム，マグネシウムおよび水分が尿中カリウムと正相関を示した（ 		）．
また，食品群別摂取量の緑黄色野菜，淡色野菜果物および食塩が尿中カリウム量と有意の正相
関を示した（ 		）．
緒 言
一日の摂取量が 		 以上のミネラルナトリ
ウム（），カリウム（），塩素，リン，カルシ
ウム（），マグネシウム（）および硫黄
の 元素を主要ミネラルと称し，現行のわが国の食
事摂取基準では，これらのミネラルに微量元素を
含めた種類について推定平均必要量，推奨量，目
安量，目標量および上限量が設定されている．その
うち特に ，，，については，食
品からの摂取状況の把握が必要であると思われる．
各ミネラルを個別に見ると，過剰摂取が問題にな
るミネラルは である．は，食塩の形で体
内に取り込まれるのが主である．我が国では，	歳
以上の食塩摂取量が平成年国民健康栄養調査で
は  であり目標量 	 を上回る値であった．
これまでに食塩の過剰摂取と高血圧との関連が多く
報告されているので，食事からの の摂取
状況を把握することは重要である．は，血圧の
低下，骨密度の増加につながり，の尿
中への排泄を の摂取が促すと言われている．

は，食事中に多量に含まれているため，欠乏症
に陥ることはないといわれている	が，飢餓や長
時間の筋労働により尿中量が上昇すると言われ
ている．やは，摂取量にほぼ等しい量が尿
中に排泄されると言われており
，時間蓄尿
調査からのミネラル量の把握が食事からの摂取量を
推定するために役立つと考えられる．は我が
国で摂取不足が長年続いている ミネラルで，体
内で毎日代謝が繰り返されるため，食品等から必ず
摂取しなければならない．特に，閉経後の女性や高
齢男性では年齢と共に の体内吸収率が減少傾
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向にあるため，体内平衡を維持するためにはより多
くの摂取が求められている．は，魚や豆類
などに多く含まれるため，欠乏症に陥ることはまれ
であるが，長期にわたる摂取不足は骨粗鬆症，心疾
患および糖尿病などのリスクを上昇させることが示
唆されている．は脂肪にはほとんど含まれ
ていないため，脂肪摂取が増加している近年の食生
活では欠乏しやすいと思われる．
本研究は，若年者群（都市部に居住，平均年齢

		歳，名）と高齢者群（郡部に居住，平
均年齢
歳，名）の 群について，栄養
素および食品群別摂取量と尿中ミネラル量との関係
を調べることを目的とした．先ず，被験者から時
間尿を採取し，尿中，，および 
量を測定した．次に，吉村らによる食物摂取頻度調
査 を用いて栄養素等および食品群別摂取量を調
査した．さらに，これらの資料を用いて栄養素等お
よび食品群別摂取量と尿中ミネラル量との関係につ
いて調べ，若干の知見が得られたので報告する．
方 法
．調査対象
若年者群として県内市およびその近郊に在住
する某大学の学生名（男性 名，女性名），高齢
者群として県内町での健康栄養教室の参加者
名（男性 名，女性	名）の 群を調査対象とした．
．食物摂取頻度調査
本研究では，吉村らによる 法を用いて		
年に食物摂取頻度調査を実施した．調査項目を生活
活動調査と食生活調査に大別し，生活活動調査は，
身長，体重，日の生活時間の配分を調査する項目
を設けた．食生活調査は，食品を穀類，肉・肉加工
品類，魚介類，卵，大豆・大豆製品，牛乳・乳製品，
海藻，小魚，緑黄色野菜，淡色野菜・きのこ類，果
物，いも，砂糖，菓子，嗜好飲料，健康補助食品，
油脂，種実の種類に分類し，それぞれの食品がど
のような料理に含まれるか考えた上で，食品摂取量
の概数が一般の人でも把握しやすいように図式化し
たものを項目として作成した．穀類の例を図 に示
す．砂糖や食塩，油脂類の摂取量を推定するための
項目も設けた．調査票は自記式とし，記入しやすい
ように  版で大きく，見やすいものを準備した．
記入方法については，充分に説明を行い，記入済み
の調査票を点検した後，不明瞭な箇所について訂正
や付け加えを記入者へ依頼した．この調査票をもと
に，エクセル栄養君のパソコンソフトを用いて
対象者の身体状況（，肥満判定，標準体重等），
栄養素摂取状況（栄養摂取量と基準量，穀類エネル
図  食物摂取頻度調査（）による質問と回答例
ギー比率など）および食品摂取状況を算出した．な
お，食品摂取状況は，食品を 群に分類したもの（ 
群：魚・肉・卵・豆・豆製品，群：牛乳・乳製品
海藻・小魚類，群：緑黄色野菜，群：淡色野菜
果物，群：砂糖・穀類・芋類・嗜好飲料類，群：
油脂類種実類）および食塩摂取量で調査した．
．尿中ミネラル量の測定
尿試料は，回収日の前日から時間後までの尿に
ついて，尿量の極端に少ないもの（		 以下）お
よび食物摂取頻度調査用紙を未提出者の尿は，除外
し，若年者群，高齢者群の検体を用いた．尿採
取後，尿量（），クレアチニン量（日），比重お
よび  をできるだけ速やかに測定した．尿中クレ
アチニン量は，!"#法を用いて測定した．
尿中ミネラル量は，とは電極法	，
はオルトクレゾールフタレインコンプレクソン法
（$法）
，はキシリジルブルー法で
測定した．各ミネラル量は，被験者の体重（%）で
除した値を用いた．
．摂取量と尿中量の対象群別差異の検定
両群の母平均の差の検定をデータの対応の有無に
分けて実施した．
．エネルギー，水分および栄養素摂取量と尿中ミ
ネラル量の関係
エネルギー，水分，たんぱく質，脂質，炭水化物，
ミネラルの尿中排泄量と食物摂取頻度調査成績との関係 

ナトリウム，カリウム，カルシウムおよびマグネシ
ウムの摂取量の成績と尿中，，および

の量について，体重（%）あたりで除した値
を用いて相関係数を求め，相関係数に関する検定
を行った．
．食品群別摂取量と尿中ミネラル量との関係
食品群別摂取量および食塩摂取量と尿中 ，

，および の量について，体重（%）
あたりで除した値を用いて相関係数を求め，相関係
数に関する検定を行った．
結果および考察
．対象者と身体特性
表 に対象群別の身体特性を示した．平均年
齢（歳）は，若年者群が
		，高齢者群が

であった．平均身長（&）は，若年者
群が
，高齢者群がで，若年者
群は高齢者群より有意に身長が高かったが，体重は
両群に差がなかった．の平均値は，若年者群
が	
，高齢者群が	で，若年者群が
高齢者群より有意に低値を示した．日本肥満学会の
肥満判定では，≧の場合を肥満としており，
肥満者は，若年者群に 人（'），高齢者群に
人（	'）であった．反対に の場合を
やせとしており，若年者群に 人（
'），高齢者
群に 人（'）であった．
本研究の対象者は，若年者群名（男性 名，女
性名），高齢者群名（男性 名，女性名）で，
いずれも男性が女性よりきわめて少なかったため，
本研究では性差についての検討は行わなかった．
．栄養素等およびミネラルの摂取状況
対象群別にエネルギー，水分および栄養素摂取量
を体重あたりで除した値を求め，その成績と各群の
基準量を図 に示した．若年者群が高齢者群より有
表  対象群別身体特性
＊：群間に有意差あり（）
図  対象群別栄養素摂取量
軸の数値は，日の体重（）あたりの各栄養素［エネルギー（	
），水分，たんぱく質，脂質，炭水化物（），
ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネシウム（）］で示した．
：若年者群摂取量， ：高齢者群摂取量， ：各群の基準量
	：群間に有意差あり（），：摂取量と基準量との間に有意差あり（）

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表  尿試料の概要
＊：群間に有意差あり（）
意に低値を示したものは，水分，灰分，ナトリウム，
カリウムおよびマグネシウムであった．反対に，若
年者群が高齢者群より有意に高値を示したものは脂
質であった．
摂取量と基準量（または所要量）を比較すると，
摂取量が基準量より有意に低値を示した項目は，若
年者群ではエネルギー，炭水化物，マグネシウム，
高齢者群でエネルギー，炭水化物であった．反対に，
摂取量が基準量より有意に高値を示した項目は，若
年者群では脂質，高齢者群ではたんぱく質，カリウ
ムであった．
．食品群の摂取状況
対象群別に食品群別摂取量の体重あたりの値を求
めた結果，群，群，群および 群の食品群は，
対象群別に有意の差は見られなかった．群の緑黄
色野菜，群の淡色野菜果物および食塩摂取量に
ついて対象群別に摂取量と基準量を図 に示した．
図  対象群別食品群別摂取量
軸の数値は，日の体重（）あたりの各食品群
別摂取量（）で示した．
：若年者群摂取量， ：高齢者群摂取量，
：各群の基準量
	：群間に有意差あり（），：摂取量と基準
量との間に有意差あり（）
群（緑黄色野菜），群（淡色野菜果物）および
食塩摂取量では，若年者群が高齢者群より有意に低
値を示した．また，群，群および食塩摂取量は，
若年者群において摂取量が基準量より有意に低値を
示した．さらに，群および 群は，高齢者群にお
いて摂取量が基準量より有意に低値を示した．
．尿試料の概要
表 に対象群別の尿試料の概要を示した．高齢者
群は若年者群に比べて尿量が多く，クレアチニン量
が有意に少なかった（ 		）．尿比重は，若年者
群が高齢者群より有意に大きかった． は，若年
者群が高齢者群より有意に低かった（ 		）．
．尿中ミネラル量
表 に対象群別の時間尿の，，お
よび の実測値を示した．尿中 ，は，
若年者群が高齢者群より有意に低値を示したが，

，には差が認められなかった．本研究成
績による尿中は，君羅らの報告の値とくら
べてほぼ同値であったが，，とは若
干低値を示した．
表  尿中ミネラル量（体重日）
＊：群間に有意差あり（）
．栄養素摂取量と時間尿中ミネラル量との関係
表 にエネルギー，水分および栄養素摂取量と
時間尿中ミネラル量との相関係数を示した．摂取水
表  栄養素摂取量と尿中ミネラル量との相関係数
相関係数は，栄養素摂取量および尿中ミネラル量の体
重あたりの数値を用いて計算した．
＊：群間に有意差あり（）
ミネラルの尿中排泄量と食物摂取頻度調査成績との関係 

分量と尿中 には正相関が見られた（ 		）
が，他の栄養素と尿中ミネラル量には顕著な相関は
見られなかった．
表 にミネラルの摂取量と尿中量との相関係数を
示した．つの摂取ミネラルすべてと尿中には，
正相関が見られた（ 		）．また，摂取と
尿中 に負相関が見られた（ 		）．
表  ミネラルの摂取量と尿中量との相関係数
相関係数は，ミネラルの摂取量および尿中量の体重あ
たりの数値を用いて計算した．
＊：群間に有意差あり（）

については，摂取量に等しい量が尿中に排泄
されると報告
されているが，排泄までに  日
かかる場合があるとの報告 もあり，本成績では

の尿中量が摂取量より若干少なかった．
．食品群別摂取量および食塩摂取量と時間尿中
ミネラル量との関係
食品群別摂取量と時間尿中ミネラル量との相
関係数を表 に示した．食品群別摂取量の緑黄色野
菜，淡色野菜果物および食塩摂取量と尿中 と
に正相関が見られた（ 		）．の食品からの
主な摂取源は緑黄色野菜や淡色野菜果物であるの
で，これらの摂取量が増えるにしたがって尿中
が増加したものと考えられた．君羅らの報告に
おいても緑黄色野菜と尿中に有意の正相関を示
しており，本成績とよく一致した．
結 論
本成績から尿中  濃度は，水分，，，

，，緑黄色野菜，淡色野菜果物および
食塩の各摂取量と正相関があることが示唆された．
終 わ り に
本調査にご協力いただきました皆様に深く感謝い
たします．本研究は，平成年度川崎医療福祉大学
総合研究費の助成を受けました．
表  食品群別摂取量と尿中ミネラル量との相関係数
相関係数は，食品群別摂取量および尿中ミネラル量の体重あたりの数値を用いて計算し
た．食塩は 群のなかには入っていない．
＊：群間に有意差あり（）
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